
 

  

 

 

 

２０１８年１２月１９日 

太啓建設株式会社 

 

 愛知県豊田市で初の営農型太陽光発電所の完工  

 

太啓ホールディングスグループの太啓建設株式会社は、２０１７年７月頃より計画して

いた営農型太陽光発電所（通称：ソーラーシェアリング）が２０１８年１２月に完工を迎え

ました。本発電所は愛知県豊田市で初の事例になります。 

太啓建設株式会社は、２０１１年より一般法人として農業に参入し、水稲栽培を行

い、グループ会社のレストランにて提供するお米を栽培してきました。さらに２０１８年には

ＴＡＩＫＥＩファーム株式会社を設立し、農地所有適格法人の認定を受け、豊田市より農

業経営改善計画認定書を受理しています。本発電所は、発電と営農を両立させた新し

いビジネスモデルの実証実験設備としての役割を担っており、来春には発電所の下でこ

れまで通り水稲（大地の風）の栽培を継続します。 

我々が従事しています建設業は「地域の守り手」としての役割を持ち、新しい時代の

担い手を確保すべく、現在ＩＣＴの取り組みを積極的に進めています。そして、地域に根

差す建設会社として、地域の抱える農業分野の課題に対応する受け皿の役割を担うべ

く今回の事業を展開していきます。 

豊田市は、ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）未来都市に選定されており、持続可能な

都市づくり、ミライにつながる社会の実現に向けての取り組みが進められています。太啓

建設株式会社が取り組む本事業は、ＳＤＧｓの達成に向けた取り組みとして推進していき

たいと考えています。 
 

【施設概要】 

■ 事業用地        ： 豊田市浄水町下三戸口１１－１ 外１筆 

■ 面積            ： ３，０５０㎡ 

■ 発電出力        ： ４９．５ｋＷ（ＡＣ） ／ ７０．４ｋＷｐ（ＤＣ） 

■ 太陽光モジュール   ： １１０ｗ  ６４０枚 

■ パワーコンディショナー ： ９．９ｋＷ×５台 

■ 杭基礎          ： グランドスクリュー(Ｌ＝２，５００) ９９本 

■ 架台           ： ソーラーシェアリング用アルミ架台 



 

 

◆位置図 

 

 

 

 

 

 

  



 

 


